
はじめに

　本書では、「心理的安全性」という概念を軸に、子どもたちが安心
して学び合い、成長できる学級づくりをわかりやすく解説します。
　活発に意見交換をし、主体的に学ぶ子どもたち。失敗を恐れずに挑
戦し、伸び伸びと成長する子どもたち。
　そんな姿を実現するのが、「心理的安全性」を取り入れた学級経営
であり、本書の実践です。理論に具体的な実践を交えながら、心理的
安全性を高めるための方法や、教師のマインドを紹介します。
　学級で意見が出しにくい、いじめが心配など、先生方が抱えている
悩みを解決するためのヒントがきっと見つかるはずです。

　令和の時代、子どもを取り巻く環境は大きく変化しています。多様
な価値観を持つ子どもたちが共存し、それぞれが持つ可能性を最大限
に発揮できるような学級をつくりたいと考える先生方も多いのではな
いでしょうか。私もそう考える一人です。

　心理的安全性の高い学級では、子どもたちは自分の考えを自由に表
現し、友だちの意見に耳を傾けることができます。そして、失敗を恐
れずに新しいことに挑戦し、そこから学び、成長していきます。
　読者の皆さんも、きっと私と同じように、このような子どもたちの
姿を見たいと願っているはずです。
　さあ、一緒に学び、考え、そして実践していきましょう。
　本書が、あなたの学級をよりよい学びの場に変えるための第一歩と
なることを願っています。

　2025年２月
天治郎こと天野翔太
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監修者のことば

　「『心理的安全性』って、最近よく聞くけど、正直よくわからな
い……」そう思っている先生も多いのではないでしょうか。
　実は、私もそうでした。「心理的安全性」とタイトルがついたビジ
ネス書は多くあり、そういった本を読んでも、じゃあ、実際にはどの
ように学級で行なっていけばいいのかと悩み、学校現場に置き換える
ことが難しいと感じていました。
　・定義は書いてあるけれど、じゃあ実際どうすればいいの？
　・どうやって学級経営に活かせばいいの？
　・定義は書いていないその実践は本当に心理的安全性なの？
そんな疑問ばかりが浮かんでいました。
　SNSなどでも「心理的安全性」という言葉だけが独り歩きしている
ように感じて、私自身がこの言葉を使う時にも実はモヤモヤする気持
ちを抱えていたのです。

　そんな時、天野先生に出会いました。天野先生は、私が抱えていた
モヤモヤをすべて吹き飛ばしてくれるように、「心理的安全性」につ
いて、わかりやすく、そして実践的に教えてくれました。
「ああ、こういうことだったのか！」
と、目からウロコが落ちる思いでした。
　特に、本書で紹介されている「褒めクリップ」（p.30）は、私が現
役最後の年に実践してみたのですが、効果は抜群でした！
　本書を読めば、きっとあなたも「心理的安全性」の真の意味を理解
し、子どもたちの笑顔あふれる学級をつくることができるはずです。
　ぜひ、手にとって読んでみてください。

　2025年２月
樋口万太郎
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心理的安全性って？

　心理的安全性は、ハーバード大学の組織行動学者であるエイミー・
Ｃ・エドモンドソン教授が最初に提唱した概念です。「率直に発言し
たり懸念や疑問やアイデアを話したりすることによる対人関係のリス
クを、人々が安心して取れる環境のこと」としています（エドモンド
ソン 2021：49）。さらに、Google社が社内調査「プロジェクト・ア
リストテレス」の中で再発見し、チームにとって「圧倒的に重要」と
結論付け、注目を集めました。
　近年では、ビジネスでのチームビルディングに応用され、社員の生
産性が上がり、組織の活性化へとつながっています。その効果が着目
され、教育現場でも少しずつ聞かれるようになったわけです。私は、「心
理的安全性＝自分の考えや意見を自由に言い、失敗を恐れずに挑戦で
きる環境」と捉えています。

心理的安全性があると主体的な学級になる！

　心理的安全性が高まると、子どもは学習に積極的に取り組み、学習
効果が向上します。また、子ども同士の協働や助け合いが活発になり、
学級のまとまりが強くなります。結果として、主体的な学級になって
いき、次のような主体性がより見られるようになりました。
〇授業や行事等への自発的な参加
〇表現の自由による積極的な自己表現
〇自分たちで問い、自分たちで考え、自分たちで解決する

1

心理的安全性で
主体的な学級ができる！

1 0

心理的安全性のある学級の様子

自分たちで企画・運営
を進めた「３の４卒業
集会」での集合写真で
す。
学級全員が、様々な発
想を出し合いながら進
めて行きました。

子どもたちは、「楽しい
ことを考える天才」で
す。自由に自己表現で
きれば、このような面
白い姿も目撃できま
す。

　心理的安全性が高まることによって、子どもたちの主体性は間違い
なく引き出されます。大事なことは、
〇リーダーのマインドセット
〇環境設定（仕組み作り）

です。これから具体的に紹介していきます。

1 1第１章　学力・学級力が上がる！　心理的安全性のある学級



心理的安全性を高めるための４つの因子って？

　株式会社ZENTech（日本における心理的安全性を軸とした、組織
開発、人材開発、コンサルティングを行っている企業）は、日本の組
織文化・働き方・職場環境に合わせた「日本版・心理的安全性」づく
りに取り組んでいて、心理的安全性を高めるために重要な因子（要素）
を見出しています。
　その４つの因子が、
①話しやすさ
②助け合い
③挑戦
④新奇歓迎

です。
　これらは学校現場の視点で見てみれば、昔から大切にされてきたこ
とばかりです。これらの頭文字をとって「話

わ
助
じょ
挑
ちょう
新
しん
」と言われてい

ます。

４つの因子、略して「話助挑新」

　同社が提唱している４つの因子「話
わ
助
じょ
挑
ちょう
新
しん
」の意味は、右の図の

通りです。教育現場に当てはめて見てみましょう。
　「話しやすさ」は、他の３つの因子の土台です。これが確保されて
いると、子どもの率直な意見や問いなどが学級の中で飛び交います。
　「助け合い」は、問題により適切に対応しようとする時や、よりよ

４つのポイント「話しやすさ・
助け合い・挑戦・新奇歓迎」

2
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いアウトプットを目指す時に大切な因子です。これが確保されている
と、子どもたちは相談し合い、協働・協力して活動を行うことができ
ます。また、相手への意識をもち、目的意識に沿って、目標を成し遂
げようとするようになります。
　「挑戦」は、学級に活気を与えるとともに、新しいことを模索する
ために大切な因子です。これが確保されていると、子どもたちからア
イデアや意見が出やすくなり、学級全体の挑戦の総量を増やします。
　「新奇歓迎」は、子どもたち一人ひとりが個性を輝かせ、よりよい
学級づくりを行うために大切な因子です。これを確保すると、子ども
の多様性を学級経営や授業づくりに生かしやすくなります。

話しやすさ 助け合い
雑談を含め、情報共有が頻
繁に行われる環境

お互いに助け合える環境

挑戦 新奇歓迎
挑戦の結果が判明する前
に、まずは「挑戦したこと、
そのもの」を歓迎できる周
囲の環境

メンバー一人ひとりの強み
や個性、新しい視点や発想
を受け入れ、「まとはずれ」
をむしろ歓迎する環境

出所： 原田将嗣（著）、石井遼介（監修）（2022）『最高のチームはみんな使って
いる 心理的安全性をつくる言葉 55』飛鳥新社

学級に当てはめてみよう！

　心理的安全性４つの因子「話助挑新」を、まずは自分の学級の状態
把握に活用してみましょう。つまり、この４つのうち、何が足りてい
ないのか、「話助挑新」をモノサシとするということです。
　どの因子にフォーカスする必要があるかがわかれば、より適切な手
立てが打てるようになります。

1 3第１章　学力・学級力が上がる！　心理的安全性のある学級



褒めクリップとは？　～トークンエコノミーの活用～

　褒めクリップとは、子どもが褒められるような言動をした時に渡す
ゼムクリップのことです。渡された子どもは、専用の容器に自分で入
れます。この容器にクリップがいっぱいになったら、学級レク等を行
います。「ビー玉貯金」と呼ばれる実践と似ています。
　この実践は、「トークンエコノミー」と呼ばれる「ABA（応用行動
分析）の理論に基づき行われるご褒美システム」に基づいて行ってい
ます。ねらいは、子どもの望ましい言動に注目し強化することで、そ
の言動を増やし、よりよい学級になるようにすることです。
　一人ひとりの子どもたち及び学級全体の頑張りや成長等を可視化で
きることがこの実践のよさです。

「話助挑新」のすべてを引き出す褒めクリップ

　私は、年度当初に「褒めクリップ」について子どもたちに説明しま
す。その際に、以下の２つのことが大切だと伝えています。
①自分で自分の言動をアピールすること
②友だちのよさや頑張りを伝えること

　１つ目については、本人の「誰かを助けたこと」や「何かにチャレ
ンジしたこと」「面白いアイデア」等をどんどんアピールしてもらい
ます。アピール下手、出る杭は打たれるという考えが根強い日本人で
すが、自分で自分の頑張りや成長をアピールすることは自己肯定感を
高めることにも繋がります。どんどんアピールしてもらいましょう。

話 助 挑 新3

褒めクリップで
頑張りを可視化しよう！

3 0

　２つ目については、「先生は『友だちがこんなこと頑張っていたよ』
というお話が大好物です。」と伝えた上でのことです。こっそり教え
てくれる子どももいれば、嬉しそうに大きな声で教えてくれる子ども
もいます。教えてくれた子どもにクリップを渡すとともに、褒められ
た友だちにも渡します。Win-Winな関係ですね。
　このどちらも、担任と子どもが話すきっかけの１つにもなります。
結果として、「話しやすさ」「助け合い」「挑戦」「新奇歓迎」のすべて
の因子が引き出されることになるのです。

１つの容器を満杯にす
る度に、少し大きな容
器に変えていきます。
初めは「無理だよ！」と
言うのですが、割とす
ぐ溜まっていきます。
年間で９個程度になり
ます。

個人の頑張りが集団に還元される！

　トークンエコノミーを活用した褒めクリップは、外発的動機付けで
す。ご褒美への批判的な意見もありますが、大人だって報酬を得て仕
事等を行っているのです。多くの人に有効な手立てだと研究からもわ
かっているわけですから、どんどんクリップを使って頑張りを可視化
していきましょう。
　ただし、このご褒美が個人だけに目を向けられると、個人主義に走っ
てしまう子どもも出てきます。だからこそ、一人ひとりが頑張って貯
めたクリップが学級に還元される、というところがポイントになりま
す。「褒めクリップというトークンエコノミーを集団に生かす」こと
を意識して行いましょう。

3 1第２章　子どもが主体的になれる！　学級づくりの仕組み



「挑戦」と「新奇歓迎」のための「きっかけ言葉」

　私が実際によく使っている、「挑戦」「新規歓迎」を促進させる「きっ
かけ言葉」は、以下の通りです。

場　面　例 言　葉 因　子

手が止まって
いる時

とりあえずやってみよう！
「わからない」でもいいんだよ！ 挑戦

もっとチャレン
ジしたい時

自分でやってみたいことを考えてみ
よう！ 挑戦

目的を明確に
したい時

今回の学習（行事）が終わったとき、
どうなっていたい？
（どうなっていたら嬉しい？）

挑戦

相手にたくさん
話してほしい時

最近、学校で楽しかったことってど
んなこと？ 新奇歓迎

意見やアイデア
を募りたい時 〇〇さんは、どう感じる？ 新奇歓迎

「どうなっていたい？」

　「どうなっていたい？（どうなっていたら嬉しい？）」という「きっ
かけ言葉」は、学習や行事のゴールを設定する時によく使っています。
　目的を明確にするためですが、子どもは「目的はなんですか？」と
問われても、答えを出すのはなかなか難しいものです。だから、子ど

「挑戦」と「新奇歓迎」を生む
「きっかけ言葉」

4 挑 新

6 8

もが答えやすいように「どうなっていたい？」などと言い換えること
も必要です。
　p.66で紹介した「先生にできることはあるかな？」を組み合わせ
ると、より効果的です。

「きっかけ言葉」でチャレンジフルな学級に！

　学級づくりは、決して教師一人でやるものではありません。子ども
たちと一緒に行っていくものです。
　だからこそ、
学級で起こる様々な出来事に対して、いかに「他人視点」ではな
く「自分たち視点」にしていくか

が、鍵になってきます。
　そのために、まずは子どもたちにかける教師の「きっかけ言葉」を
磨きたいですね。

6 9第４章　みんなが安心できる！　心理的安全性の言葉かけ


